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 お寄せいただいた貴重なご意見は６月議会の一般質問や委員会で紹介し、 

論戦に生かしました。引き続き、平和と福祉・くらし優先の市政実現のため

頑張ります。寄せられたご意見から主なものを紹介します。 

■核兵器禁止条約について 

・世界唯一の被爆国と言いながら、 

 アメリカの核の傘の下ということで署名しないのは絶対に許せない。 

・政府の立場も理解できるが、それを乗り越えて、条約に署名すべきだ。 

・核兵器のみならず、原発にも反対です。今後核廃棄物をどう対処するのか。 

・被爆者の方が身をもって訴えているのに、国の長が署名しない。他国から見たら 

 日本の国はどうなっているのだろうと思っていることだろう。 

・アメリカとの関係を再考察することが必要。国民みんなでアメリカとの関係性に 

 ついて話し合い、その上で核兵器を違法化するかどうか考えるのがよいと思う。 

・買い物、通院などに制限のある従来の制度 

 ではなく、まさに高齢者の移動を保障する 

 制度に拡充すべき。 

・いきいきポイント制度は、元気で外出で 

 きる方はよいが、通院などでの交通機関 

 利用者は負担が増え不平等が生じている。 

・無料パスのような制度にしてほしい。 

・無料にし、どんどん外出してもらい医療費 

 の削減につなげてほしい。 

・例えば、70歳以上の方は市内運賃一律の金額でどうでしょうか。 

・敬老カードを発行し、公共交通機関料金は３割引き。                          

■高齢者の交通費助成制度について 

   高齢者公共交通機関 

            利用助成制度 
 市は高齢者いきいきポイント事業の

開始を理由に、70歳以上の14万人が

利用していた年間6,000円の助成額を

見直し、廃止する方針です。 

 すでに昨年9月から3,000円に減額さ

れています。 

 日本共産党は、制度の廃止ではな

く、他の政令市でも実施している敬老

パスとして、買い物や通院でも使える

制度への拡充を求めています。 

制度解説 

・中３まで完全無料にすべき。 

・１回の支払額が1,000円は高すぎる。 

・所得制限はそのままで通院を中３まで 

 拡大するべき。 

・愛知では窓口負担がなく、重くなる前に 

 気軽に受診できました。今は少しくらい 

 なら受診を見送っています。 

・子どもは国の宝、所得制限などもっての  

 ほかだ！ 

・学費、医療費など子どもを育てやすい 

 環境にしないと日本の将来は望めないであろう。   

・２人以上の子どもにもっと制度を拡大もしくは無料に。 

・我が家も３倍になりました。子どもを安易に病院に連れていけません。 

・所得制限はするべき、高額所得者には、所得制限をし生活弱者に回すべき。 

・所得制限をするならば、もっと高額所得者のみにすべき。 

・転勤で広島に来たが、子育てしづらくがっかりです。 

■子どもの医療費補助制度について 

子どもの医療費補助制度 
 市は2017年1月から、対象年齢を入

院は中学３年生まで、通院は小学３年

生までに拡大しました。（従前は就学

前まで） 

 しかし、所得制限に、他都市には例の

ない2段階の基準を設定し、これまで

月1回500円の窓口負担が、1か月最

高で就学前は 2,000円、小学生は

3,000円に増えた世帯が生まれていま

す。 

 日本共産党は、通院も入院同様に、

中学3年生まで所得制限も窓口負担

もない完全無料化を求めています。 

制度解説 
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・今のままでは高すぎる。年金生活者は収入が増えないのに負担が増える。   

・年収３００万円以下は無料に。 

・高すぎて恐ろしくなるくらい。現役の時より高くなった。 

 介護保険もあり、無茶苦茶。 

・日本は弱いところから取る発想は止めよ。庶民は疲弊するばかりだ。 

・財政難を根拠にしている一方で無駄な公共事業が多すぎる。 

・結局は老人に負担が多くなるばかりでは早く老人は死ねといわれているみたい。 

・国保料の上限規制をなくし、負担能力のある人には応分の負担を。 

・年金と国保の保険料で、収入の４分の１も払うのは正直きついです。家賃を払うと 

 残りは光熱費でほぼ残らない。 

・高齢者は悲鳴を上げています。  

・私は70歳以上ですが、仕事をしながら介護保険料を払っています。30年以上です。 

・使うことが出来るかどうか不安です。払いたくない気持ちです。 

・強制加入を廃止、任意にしてほしい。 

・介護士の報酬待遇改善をしないと誰も看てくれなくなる不安あり。 

・年金が少ないのに、これ以上のひき上げは死を意味する。 
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子育て支援充実について■子育て支援充実に必要なことは ■学生や若者への支援充実に必要なことは 

■高齢者・障害者福祉の充実に必要なことは 

■国保料引き上げについてどう思いますか 

■介護保険料引き上げについてどう思いますか  
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アンケートへのご協力、たくさんの貴重な

ご意見ありがとうございました。 
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